
空き家が市内に１，１０７棟
３月議会の資料に「空き家の調査結果」（自治会長さんの協力で実施）が出されまし

た。この資料には、空き家の定義が書かれていないため近くの自治会長さんに聴きまし

た。空き家の定義は、「１年以上居住していない民間建築物」（この定義が妥当かどうか

は議論の余地があります）で、市内１，１０７棟あることがわかりました。地域別に見るとど

の地域に空き家が多いのか気になるところです。

増える空き家対策は重要な施策
建物の棟数比１００棟あたりの空き家の割合を見ると、最も空き家の率が高かった地

区（地域）は、城西（西町、西丸など）で７．５９、２位が城東（東町、東丸など）の６．７５、３

位が坂下の５．８、４位が関・南部（福徳、久我など）の５．７４、５位が北東（北山、北町な

ど）で５．０９、６位が本町の４．８３、７位が関宿の４．２３、８位が野村の４．１１となっていま

す。これらの地域は、市全体の空き家率が２．７ですから随分高いといえます。

ただ、空き家でも管理されている建物（所有者が定期的に来たり、敷地の草刈りをし

ている）と放置された建物があるのでこの数字だけで危険な空き家が多いということでは

ありません。今後も増えると予想される空き家対策はますます重要になっています。

こうきの日誌（３月１日～３月２７日） 赤旗の配達、集金活動等は除く

１日 理事者側の聴き取り １７日 訪問活動

亀山九条の会世話人会議 １８日 白川小学校卒業式

２日 市長と懇談 街頭宣伝、演説 １９日 議会報告づくり

３日 党市委員会 ２０日 南野町第一自治会総会

４日 訪問活動 ２１日 予算決算委員会の準備

５、６日 質疑・質問準備 ２２、２３日 予算決算委員会

７日 本会議（各会派代表質疑） ２４日 党会議 反対討論づくり

８日 亀山中学校卒業式 本会議（議案質疑） ２５日 本会議（開会）

９、１０日 本会議（一般質問） ２６日 ちびっ子広場の掃除

１１日 議会改革推進会議検討部会 ２７日 議会報告づくり 訪問活動

１２日 憲法カフェ

１３日 相談活動

１４日 議会報告づくり

１５日 教育民生委員会 亀山西小学校で

１６日 市議団会議
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３月議会が終わりました

図書購入費が市長就任当時の半額に
３月議会が終わりましたが、採決直前まで可決か否決かわからない議案が二つありま

した。可否の結果はそれぞれでしたが、いずれもそれぞれの会派や議員が最後まで考

え、悩んだ末に出した結論の総和です。

さて３月議会の予算決算委員会では、市立図書館の図書購

入費の減額を取り上げました。前年度より２００万円も減額され、

平成２８年度は６００万円の計上です。櫻井市長の就任以降の

図書購入費を調べたのが下の表です。市長就任後、最初に予

算編成をしたのが平成２２年度で、その年は何と１，２００万円で

この額は前年（前市長時代）までの８００万円から一気に４００万円も増額したのです。

マニフェストの「年間図書購入費を２倍に」は？
櫻井市長は１期目の市長選にあ 平成・年度 図書館 小、中学校

たって発表したマニフェストに、「図 ２１年度 ８００万円 ９２５万円

書館・学校における年間図書購入 ２２年度 １，２００万円 １，２５０万円

費を２倍にします。」というのを掲 ２３年度 １，０００万円 １，２３０万円

げ、左の表の通り、２１年度（前市 ２４年度 ８００万円 ７５０万円

長の予算編成）と２２年度を比較す ２５～２７年度 ８００万円 ７００万円

ると２倍にはなっていませんが、確 ２８年度 ６００万円 ７００万円

かに大幅に増額しています。当時、党議員団は学校図書館への司書配置も含め、この

予算を大いに評価しました。

しかし、そこまでの思い入れがあった図書購入費なのに、その後は年々削減し２８年

度には前市長時代よりも随分、少なくなっています。「マニフェストは絶対守れ」という立

場ではありませんが、こんなに簡単に減額できるのかという思いです。

図書館をよく利用する人から「今でも本が少ないのにこれ以上減らすなんて」という声

をいただきました。厳しい財政状況だからというのであれば「選択と集中」で財源を確保

し、市民にとって必要な予算は確実に確保すべきです。

こうきの議会報告



医療センター 管理者の設置で経営改善できるのか

昨年の１２月議会で議論が集中した病院事業への地方公営企業法の全部適用です

が、最大の問題はこれによって厳しい経営が改善されるのかどうかです。３月議会では、

この病院事業会計を取り上げ、過去５年間の決算をもとに平成２８年度予算を質しまし

た。上のグラフは平成２２年度から２６年度までの決算における４つの項目の推移です。

“粉飾予算”ともいえる予算の組み方が続いている
まず、入院と外来を合わせた医業収益ですが過去５年間、１２億円から１４億円で推

移しています。ところが２８年度予算では、医業収益を１７億円近くと見込んでいます。

なぜ決算とかけ離れたこんな予算を組んだのか、考えられるのは医業収益を大きく見

積もることで一般会計からの補助金を少なくできるからです（こうした予算の組み方は２８

年度だけでなく、以前から続いていました）。医業収益も補助金も同じ収益的収入であ

り、医業収益を大きく見積もれば補助金は少なくて済みます。この５年間、補助金は年

々減少し２億円から１億２千万円まで減少しています。つまり、補助金を少なくするため

に“粉飾予算”ともいえる予算の組み方をしていたのです。

累積赤字の増加と現金預金の減少が続く
こうした予算を組んでも実際に医業収益が入らなければ、どこかにひずみがきます。

それを現しているのが上のグラフの当年度未処理欠損金（累積赤字）の大幅な増加で

あり、現金預金の急激な減少です。土地や建物等の資産があっても日々の経営に欠か

せないのが現金です。２８年度は有価証券を売却したため、３億円ほど現金が増えます

が、経営状況が改善できなければ、５億円ほどの預金で何年持つかわかりません。

市立病院を維持することは市民の切実な願い
４月から病院事業管理者が置かれましたが、こうした医療センターの経営改善が最大

の仕事です。何より医業収益を増やすために医師や看護士の確保が欠かせませんし、

様々な経営改善が求められます。市立病院を維持することは市民の切実な願いです。
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４５年も前に計画された道路 和賀白川線の延伸
平成２８年度予算に市道和賀白川線（和賀から野村を横切り

国道１号線側道まで完成）の残り区間の延伸工事の予算が計

上されました。この道路は、１９７４（昭和４９年）年に都市計画決

定されたもので今から４５年も前の計画決定です（左の写真は

高飛大橋から見た１号線側道）。

たった１日の交通量調査で需要予測 ５億円余を使う
今度の北への延伸工事には、平成２７、２８年度で２，９５０万円の予算を使い、２９年

度以降は４億８，５００万円の予算を見込み（実際にはもっと多くなると思われる）、合計

で５億１，４５０万円の投資でつくる道路です。３月議会でどれぐらいの需要がある道路な

のか質しましたが、１日５千台（上下線で）を超えるとのことでした。

しかしこの需要予測は、昨年１１月１９日に行った午前７時からの１２時間の交通量調

査をもとに出しています。たった１日のしかも１２時間の調査だけで２４時間の交通量を

推計し、５億円を超えるお金を使うことを決めるのはあまりにも危険です。全国でもこうし

た交通量調査に基づきつくられた道路が、予測よりはるかに少なかったという実例は数

多くあります。

市民は幹線道路より生活道路の整備を求めている
市の市民意識調査結果では、「国道等の幹線道路の整備」の満足度は高く、不満は

１９％程度しかありません。調査結果では、幹線道路より「生活に身近な道路の整備」へ

の不満が多く（２４％）、道路の整備をやるのなら生活道路を優先すべきです。

財政が厳しい中で優先すべき事業か
「財政が厳しい」からとわずか２００万円の図書購入費を削り、一方でリニア基金には５

千万円も積み増しし、この和賀白川線の延伸には５億円を超える予算を組むというのは

市民の理解が得られません。事業の優先度、緊急度から見ても納得できません。

新制度の教育長選任同意の議案が９対８で否決
地方教育行政法が改悪され、これまで教育委員会のトップだった教育委員会委員

長をなくし、教育長をトップに据える制度に変わりました。

亀山市も３月議会に、この新教育長に伊藤教育長を据える人事案件を提案しまし

たが、最終日の採決の結果９対８の僅差で否決されました。党議員団は、就任後の

伊藤教育長の仕事ぶりの問題点を具体的に指摘しこの議案には反対しました。


